
2014 年 7 月 4 日 

報道関係者各位 

みなとメディアミュージアム実行委員会 

 

 

MMM2014「未知との共生」 

8月 10日(日) - 8月 31日(日) 

 

みなとメディアミュージアム（以下、MMM）は、8 月 10 日(日)から 8 月 31 日(日)までの 21 日間、 

まちをアート作品で彩る「MMM 2014」を開催します。 

茨城県那珂湊のまちを中心に、芸術表現と地域の協同によってまちの活性化を図ります。 

 

【開催概要】 

MMM は茨城県ひたちなか市ひたちなか海浜鉄道湊線沿線を舞台に開催する現代アートプロジェクトです。

2009 年に第一回を開催し、今年度で六回目の開催となりました。 

 

MMM2014 コンペティションテーマは「未知との共生」。 

まち、ひと、自然が交わる瞬間を目にしたことはありますか? わたしたちは自分でも気づかないうちに、見知

らぬ何か・誰かと出会い、共に今を生きています。みなとの豊かな自然と、ちょっと照れ屋さんだけれど気さ

くな人々が共生するまちは、アートイベント開催地である以前にリアルな営みの現場そのものなのです。 

MMM2014では那珂湊に住む人々と学生スタッフが一緒になってイベントをつくりあげています。「共生」は、

まちに作品が出現した瞬間から、もしかしたらもっと前から、はじまっています。開催期間中には、住民のみ

なさん、MMM スタッフ、そして来場者のみなさんとが一緒に作品をつくり上げる仕掛けを用意しています。

みなさんと共に、イベントを完成させる瞬間を心待ちにしています。 

 

子どもから大人まで楽しめるワークショップ等も企画しております。詳しくは追ってホームページにてお知ら

せいたします。 

 

 

プロジェクト名：みなとメディアミュージアム 
会期：2014 年 8 月 10 日（日） – 8 月 31 日（日） 
会場：ひたちなか海浜鉄道湊線車両／駅構内、那珂湊地区商店街 
交通：常磐線「勝田駅」にて、ひたちなか海浜鉄道乗り換え 

→「那珂湊駅」「阿字ヶ浦駅」他下車 
主催：みなとメディアミュージアム実行委員会 
協賛：株式会社ひたちなか海浜鉄道、ひたちなか商工会議所、 

おらが湊鉄道応援団他 
後援：茨城県ひたちなか市 
観覧料：無料 
公式 URL：htp://minato-media-museum.net 
公式 Twitter：@minatom_m 



  

【みなとメディアミュージアム実行委員会とは】 

みなとメディアミュージアム実行委員会は、「産（那珂湊地区商店街、ひたちなか海浜鉄道湊線）+学（主に大

学教員、大学院生、大学生）+芸（アーティスト）」による研究活動グループです。芸術表現と地域との協働で

まちの活性化を図る活動として、MMM を開催していくこととしました。 

 

【イベントのビジョン】 

湊線は、経営難により 2008 年に廃線の危機にさらされましたが、ひたちなか市の要請で存続が決定しました。

私たちは MMM 開催を通し、湊線を中心としたひたちなか市の地域活性化を目指します。 

 

【今までの歩み】 

第一回 MMM は 2009 年に開催され、多くの方々にご来場頂きました。また、テレビ東京、NHK 水戸、ケー

ブルテレビ茨城、IBS ラジオ茨城放送、茨城新聞、常陽新聞、交通新聞など、多くのメディアにも取り上げて

いただきました。2012 年 2 月には、いばらきイメージアップ大賞の奨励賞を受賞しています。 

 

MMM2013 の様子 

  



  

【MMM2014】 <テーマ 「未知との共生」> 

ここには文化がある。 

遺跡や神社、漁港、反射炉、湊線。 

そんな文化を形作ってきた共同体の中に稀人が訪れる。 

未知と未知との共生、まだお互いのことはよく知らないけれど 

この土地で関わり合いながら、少しずつ歩み寄り、ゆるやかな共生が始まる。 

理解しながら、誤解しながら、ささやかな文化交流。 

それがやがて文化混流となり、その交点に新たな文化が芽吹いていくことを願って。 

 

 

<みなとカフェ> 8月 7日(木)- 8月 31日(日) 10時- 18時まで営業 

「海の駄菓子屋 みなとカフェ」 

—嘉悦大学生と MMM（みなとメディアミュージアム）がコラボしたカフェ— 

海の駄菓子屋をコンセプトとし大人と子供がともに楽しめるコミュニティカフェです。今年で四年目を迎えるみな

とカフェは昨年同様、嘉悦大学フードビジネスゼミの学生がスタッフとして運営いたします。親子連れや子ど

もたちに楽しんでいただけるイベントをたくさん企画しております。 

 

  

< MMM×海洋高校水産クラブWS >  8月 16日（土）10- 15時 釈迦町集会所にて 

「海を学ぶ高校生からのおくりもの」 

イベント開催場所の那珂湊と、海洋高校との共通点「海」に関連したものづくりのワークショップを開催いたしま

す。ぜひ那珂湊での思い出を、形にしてご家族や友だちにおすそわけしていただけたらと思います。 

（１） 海図でつくる便せん・ポストカード 

高校で実際に使用されている海図をプリントアウトした用紙で便せんとポストカードをつくります。

つくったものは持ち帰ってそのまま保存しても、手紙を書いて郵送しても可能です。 

（２） 缶詰タイムカプセル 

高校で製造された空の缶詰を使用します。手紙や思い入れのある品々を持参し缶詰に入れて閉じ込め

ます。中身を開ける時期は制作者が自由に決めることができます。  



  

< 湊御殿松の木ライトアップ FES2014 > 

市政 20 周年を記念して、水戸黄門の別荘地跡である湊公園をライトアップし地域の文化・歴史を次世代に引き

継ぎ、今まで利用されてこなかった湊公園を観光リソースとして活用する試みです。 

ＭＭＭでも、イベントに合わせ、アート作品の展示、アニメーション放映、夤賓閣復元展示などを開催いたし

ます。 

 

 

< 那珂湊焼きそば大学院 学園祭 > 8月 24日(日) 10時- 15時 那珂湊漁港にて 

那珂湊焼きそばでまちおこしを目指す「那珂湊焼きそば大学院」では、ご当地グルメの名門 B-1 グランプリを

主幹する「愛 B リーグ」に支部加盟団体となり、この夏、「俺たちの焼きそば」「うちの焼きそば」選手権を開催

いたします。 

 

ＭＭＭでも、えびせんべいにイラストを描く

「らくがきせんべい」ワークショップなどを

開催いたします。 

 

< MMMワークショップ> ライブペイント with DJ 8月 15日(金) 15時- 18時 百華蔵

にて 

MMM スタッフと出展作家によるイベントを企画しています。時間の経過とともにペイントが完成していくの

で、どの時間に来場してもイベントを楽しむことができます。DJ の音楽に合わせて出来上がっていく作品を 

踊りながらじっくり聴きながら鑑賞できる目も耳も幸せなイベントです。いつもとは少し違った百華蔵で皆さ

んをお待ちしています。 

また 8 月 16 日(土) には、3710 屋(みなとや)で現役美大生のアーティストが来場者のみなさまの似顔絵を描

きます。14 時- 17 時の間にお越しください。のんびりおしゃべりしながら、アートで人と繋がる時間をお

楽しみください。  

日程：8 月 10 日(日)、12 日(火)、 

16 日(土)、17 日(日)、23 日(土)、 

24 日(日)、30 日(土)、31 日(日) 

場所：湊公園 

時間：19:00〜22:00  

※23 日は 18:00- 22:00 

23 日はイベントを開催 

音楽イベント、MMM 作品展示 

アニメーション放映、ランタン等 



  

< MMM2014参加アーティスト(一部) > 

 

[襟草丁] 

東京都生まれ、神奈川県在住。ペン・水彩・銅版による平面作品、石粉粘土を使った立体作品・雑貨小物 

を主に制作。2010 年よりカフェ、レストラン等で個展開催。 

 

[M4] 

ドゥナイトマーケット（月に１回那珂湊の商店街で行われているお祭り）で子供たちと工作をする TOKIWA

まちなかラボ（ワークショップ）を開催しています。 

MMM のスタッフとしても関わっているので、夏の間作品の前に常駐しています。 

 

[松本真弓×黒澤仁晶] 

カフェ・CLUB・フェス等イベントで、フェイスペイント・ボディジュエリー・メヘンディアートを施してい

る。今回は、イベント PD や古民家再生、古い素材を使った作品を創る黒澤仁晶と共同制作。 

 

[夤賓閣復元研究会] 

テーマは夤賓閣炎上 150 年～水戸黄門様の愛した湊村を探る」。江戸期の那珂湊湊村）は夤賓閣を中心に関東

屈指の商港として繁栄を極めました。研究会で収集した資料、作製した図面・模型をもとに江戸中期から幕末

期の湊村を紐解きます。 

 

[マスダユタカ] 

東京造形大学卒業 

2010 年 第 14 回文化庁メディア芸術祭 

審査委員会推薦作品 

2012 年 MMM ひたちなか海浜鉄道賞 

2014 年 HB ファイルコンペ 仲條正義特別賞 

 

 

 

 

 

 

MMM 実行委員会連絡先 

minato.media.museum@gmail.com 

090-2487-0583(広報担当 青山) 

 

mailto:minato.media.museum@gmail.com

